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終戦後1年余を総て，わが国は，ょうやく虚脱と混迷を脱し，落着きと，明る
さをとりもどしてきた。内には国民生活水準の向上が徐々に笑現しつつあり，
外にはけん築の国際連合への正式1日間J成り，国際社会の平等な一員として世界
平和に寄与しつつ国家の安全を確保するという国是が確立した。たしかに Pも
はや戦後で、はなし、/1 とのJ蕗を深くするものでおる。
ひるカiぇbて，教育界の現状をながめるとどうであろうか。
終戦後‘アメワカ教育思潮の急激な‘流入によって，教育の回的，内容，方法，
制度など企画にわーたって改革が行われ，いわゆる ρ新教育グの名のもとに.批
判や検討がじゅうぶん行われないまま，実践がおし進められてきたのである。
それが昨今にいたってようやくこのような傾向に反省が加えられる段階に立ち
いたった。すなわち，道徳教育，科学教育，産業教育など，教育の種々の面に
わたってグ振興。すべき側商のあることが指摘され，これが世論のかたちで，
ほうはいとして説きおこっている現状である。
とのような時に当って，われわれは何をなすべきで、あるか。 i
もちろん，世論をそのままうけとめて，単純に戦前の状態に復帰するような軽
率さは慎しまなければならない。さればといって.1]:.の教育にたずさわってい
る限り，世論にわれ関せずの態度も許されないであろう。この際，世論によっ
て生ずる所以を究明し，謙虚な気持で過去の足らざるを補い誤りを是正して，
為るべき方向をしっかりと把握する努カを惜しんではならないと思う。
当教育研究所は，このような立場に立って，日常多忙な教育現場や款責宣政 ・
当局に伶り，当面する教育上の問題点を解明L.教育関係者が自信をもって教 ，
育笑践をなしうるよう，基礎資料の整備に努力している次第である。
ここに集録した理科教育ならびに道徳教育に閲する二つの研究仕，いずれも
刻下，教育界がもっとも問題とする点を掘りさぽp その解決にいと口を与えよ
うとしたものである。これが，教育実践d揚千三おいて問題解決の手がかりとな
戸ことを切に期待するものである。
さらに申し添えたいことは，この二つの研究は単なる調査ではなく ，実践現
'-
場に棋をおろし主主験的研究の性格をもっていることである。これは，笑践の
一一-戸...._~一、'- ._.， 
場において検証室経たものでなければ;真に実践に役立つ資料とはなり得ない
との見地からとられた手法であって，実験学校ないし研究協力学校を設定し'‘
これら学校の教官各位と研究所員が→休となって研究を進的てきたものであ
る百このような研究の過程からみても，これらの研究は，教育実践の場に直接
役立つ資料となることを信じてし品。
しかしながら，刻下，教育界のもっとも問題とする点に，自らの非力を顧み
ずしていどんでいったものマあ~lJ;.ら，内容的に朱昔話の点，方法的に不満の点
が多いことと思う 。これらの点は，今後各方面の御意見を承って是正してい
きたいと考えている。各位より思俸のない御意見を戴ければまことに幸いで、あ
る。 '¥. 
さいごに，これらの研究を進めるに当って，現地の行政当局ならびに学校教
官各位より，誠意のこもった御協力をいただいた。特に記して感謝の意を表し
たい。
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